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学
員
会

　

中
央
大
学
学
員
会
の
現
行
会
則
に
よ
れ
ば
、
学
員
会
は
「
学

員
」
を
も
っ
て
組
織
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
学
員
」
と
は
、
学

校
法
人
中
央
大
学
の
設
置
す
る
中
央
大
学
・
同
大
学
院
お
よ
び
そ

の
前
身
校
の
卒
業
生
、
法
人
の
専
任
教
職
員
を
中
心
と
し
、
さ
ら

に
「
推
薦
学
員
」
を
加
え
た
本
学
関
係
者
の
総
称
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
「
推
薦
学
員
」
は
、
旧
財
団
法
人
中
央
大
学
の
推
薦
し
た

者
・
学
校
法
人
中
央
大
学
評
議
員
会
の
議
決
し
た
者
・
学
員
会
ま

た
は
評
議
員
二
〇
人
以
上
の
推
薦
を
受
け
て
理
事
会
で
議
決
さ
れ

た
者
の
三
者
か
ら
な
り
、
推
薦
に
際
し
て
は
、
法
人
に
対
す
る
功

労
や
特
別
の
縁
故
な
ど
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
創
立
百
周
年
記
念
の
『
学
員
名
簿
（
昭
和
六
十
年

版
）』
を
見
る
と
、
初
め
て
の
推
薦
学
員
は
、
一
八
八
八
（
明
治

二
十
一
）
年
に
「
校
友
（
現
在
の
学
員
）」
と
な
る
武
井
慶
弥
・

熊
沢
藤
四
郎
の
両
名
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
学
員
会
の
前
身

で
あ
る
英
吉
利
法
律
学
校
校
友
会
は
同
年
十
月
に
結
成
さ
れ
て
い

る
の
で
、
校
友
会
の
発
足
時
か
ら
「
推
薦
学
員
」
に
相
当
す
る
制

度
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
当
時
の
「
推
薦
学
員
」
制
度
は
、
現
行
の
も
の
と
は

若
干
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
校
友
会
設
立
時
の
規
則
を
見

る
と
、「
校
友
」
の
資
格
は
「
第
一　

英
吉
利
法
律
学
校
卒
業
生

第
二　

英
吉
利
法
律
学
校
出
身
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
司
法
官
・
代
言
人

及
ヒ
ソ
ノ
他
相
当
ノ
資
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
総
会
ニ
オ
イ
テ

選
挙
シ
タ
ル
モ
ノ
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第

二
の
規
定
が
「
推
薦
学
員
」
制
度
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、

現
行
制
度
と
比
べ
て
、
①
出
身
校
が
限
定
さ
れ
て
い
る
点
、
②
国

家
的
資
格
の
取
得
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
点
、
③
総
会
で
の
選
挙

で
認
定
さ
れ
る
点
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特

に
、
法
人
に
対
す
る
功
労
等
の
理
由
で
は
な
く
、
国
家
的
資
格
の

有
無
が
「
校
友
」
資
格
を
左
右
す
る
点
な
ど
は
、
当
時
の
校
友
会

の
性
格
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
初
の
「
推
薦
学
員
」
と
さ
れ
る
武
井
慶
弥
を
例
に

と
る
と
、
八
八
年
の
英
吉
利
法
律
学
校
卒
業
生
五
一
人
中
に
武
井

0 9 5

推
薦
学
員
制
度
の
は
じ
ま
り

の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
設
立
直
後
の
校
友

会
名
簿
に
は
「
校
友
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
お
り
、
右
に
見
た
規

則
中
の
第
二
規
定
に
よ
っ
て
「
校
友
」
資
格
を
得
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
事
実
、
武
井
は
同
年
六
月
の
代
言
人
試
験
に
合
格
し

て
お
り
、
こ
の
代
言
人
資
格
を
前
提
と
し
て
「
校
友
」
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
校
友
」
資
格
を
得
る
に
は
、
さ

ら
に
英
吉
利
法
律
学
校
の
出
身
で
あ
る
こ
と
や
校
友
会
総
会
で
の

議
決
と
い
っ
た
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
武
井
は
、
同
校
在
学
中
に
代
言
人
試
験
に
合
格
し
、
同
年
十

月
の
校
友
会
設
立
総
会
に
お
い
て
「
校
友
」
資
格
を
認
め
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

武
井
は
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
山
形
県
に
生
ま
れ
、
若
く

し
て
上
京
、
英
吉
利
法
律
学
校
に
学
び
、
代
言
人
試
験
合
格
後
は

大
阪
・
仙
台
ほ
か
の
裁
判
所
判
事
を
歴
任
す
る
。
孫
の
池
田
誉
の

話
に
よ
る
と
、
の
ち
に
東
京
で
弁
護
士
を
開
業
す
る
そ
う
で
あ

る
。
英
吉
利
法
律
学
校
校
友
会
の
「
推
薦
学
員
」
制
度
は
、
武
井

の
よ
う
に
在
学
中
に
国
家
的
資
格
を
取
得
し
、
卒
業
を
待
た
ず
に

社
会
に
巣
立
っ
て
い
く
学
友
た
ち
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
制
度
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

はじめての推薦学員　武井慶弥


